
１．パブリックコメントの実施状況

(１) ご意見の募集期間

令和３年１月４日（月）～令和３年１月２５日（月）

(２) ご意見の応募者数及び件数

・応募者数及び件数　　２名、９件

・男女内訳　　男性：２名　女性：０名

・年代内訳　　７０歳代：１名　８０歳代：１名

(３) 提出方法の内訳

２．ご意見の概要と考え方

№

１

２

２ ２

該当箇所 ご意見の概要 ご意見に対する考え方

Ｐ７　６～７行目
◆主な成果
○市立小・中学校校舎及び屋内
運動場の大規模改修

　石橋中学校の鳥の糞害の対処がなされていないの
に、何の問題もなく改修工事が終了したような印象
を与える記載である。

第二次下野市教育振興計画（案）に関するパブリックコメントの結果について

郵　送 ファクシミリ 電子メール 持　参 計

　下野市学校施設等長寿命化計画に基づき、「快
適な教育環境の充実を図るための整備等を推進」
した成果として、特定の学校の状況のみではな
く、市立小・中学校校舎及び屋内運動場の大規模
改修について記しております。

― ― ―

Ｐ３～Ｐ４
第３章　ESD（持続可能な開発
のための教育）を通したSDGs
（持続可能な開発目標）の達成

　教育振興計画に国際目標のSDGsを持ち込んだこと
は評価すべきことである。小山市の定住自立圏共生
ビジョンも同じように表記している。

　本計画にSDGsの考え方を位置付け、本市の小中
学校において、持続可能な社会の担い手となるこ
とを目指した教育を進めてまいります。



№ 該当箇所 ご意見の概要 ご意見に対する考え方

３

４

５

６

Ｐ２４　８行目～
学校運営協議会の活動の更なる
充実を図り、子どもたちが笑顔
にあふれ、地域を知り、地域に
触れ、地域を学び、地域を語れ
るように、学校と保護者、地域
が一体となった教育を推進して
いきます。

　下野市学校運営協議会運営マニュアルが、協議会
会議の議事録において委員個々の発言の記載を不要
としていること、地方教育行政の組織及び運営に関
する法律第４７条の５が反映されていないこと、並
びに研修会が行われていないことから教育振興計画
で示している取組方針どおりにならないのではない
か。

　教育振興計画に掲げた取組方針を達成できるよ
う努めてまいります。

Ｐ２６　４行目～
学校への行き渋りや不登校傾向
の児童生徒も少なからず存在し
ているのが現状です。

・教育委員会は市内の小中学校にどのくらいの不登
校生がいるかを把握もせずに、教育振興計画を作成
しているのか。
・重大な問題である不登校問題を、「不登校傾向の
児童生徒」という程度の認識で捉えているのか。

　不登校児童生徒の状況について、市としても定
期的に確認し把握に努めております。
　「不登校傾向」と「不登校」を一括りにしてい
ること、「少なくない」という意味で用いた「少
なからず」という表現が誤解を生じる可能性があ
ることから、「不登校傾向の児童生徒も少なから
ず」を「不登校傾向及び不登校の児童生徒も」と
修正します。

Ｐ３３
目指すべき方向性２　人権教育
を推進し、社会的包摂の意識醸
成を市民主体の協働のまちづく
りにつなげます。

　人権教育のところでSDGs　目標５「ジェンダー平
等を実施しよう」は馴染みが薄いので、しっかりし
た実施要領をつくって進めないと逆効果になる。パ
ブリックコメント意見等記入用紙の性別表示も、そ
のような点から遅れている。

　ご意見として承り、今後の検討の参考とさせて
いただきます。

Ｐ２３　１３行目
複式学級の解消に努めていると
ころです。

　学校適正配置推進協議会と協議しながら、下野
市学校適正配置基本計画の推進に努めてまいりま
す。

　複式学級の解消に努めている段階ではなく、過小
規模校を適正規模校に編入すればいいだけの話であ
る。



№ 該当箇所 ご意見の概要 ご意見に対する考え方

７

８

９

教職員の働き方改革 　教職員の働き方についての記載が無い。
　学校の業務を改善し、教師の負担軽減を図るべき
である。
　教職員の働き方の問題を関係各位に周知するため
にも第二次下野市教育振興計画に記載すべきと思
う。

　教職員の働き方改革については、既に市内の小
中学校で取り組んでおり、引き続き努めてまいり
ます。

Ｐ３７
取組方針（３）年輪のつどい・
成人式等の開催

　６０歳の節目に実施する「年輪のつどい」は地域
力や市民力を発揮するための絶好の機会である。グ
ループ討議や細かいアンケートを通じて人材発掘に
努めるべきである。

　年輪のつどいは、県内でも珍しい特色ある行事
と認識しております。この機会に地域に目を向け
ていただくため、式典参加者には当日、公民館自
主サークルや生涯学習情報センター活動団体の周
知・チラシの配布に努めております。
　現在、式典及び記念事業という形式で実施して
おりますが、いただいた意見は今後の参考とさせ
ていただきます。

Ｐ６３
Ⅳ　教育振興計画の進行管理

　総じて市役所のPDCAサイクルは回っていないし、
手ぬるい評価で終わっている。
　外部評価委員による地方教育行政の組織及び運営
に関する法律第２６条に準拠する報告は、３月議会
に提出するものと理解するので、まだ未完と思われ
るが、是非とも見てみたい。

　教育振興計画に掲げた取組を推進していくた
め、PDCAを踏まえた進行管理を行ってまいりま
す。
　なお、教育委員会点検・評価は、対象年度の翌
年度６～７月に行っています。結果報告は８月下
旬開会の第３回定例議会において報告しており、
市役所のほか、図書館や公民館において閲覧する
ことができます。


